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その他

日本在住

関係省庁と連携したASF侵入防止対策（取組例）①

 2018年8月以降、アジアにおいてASF（アフリカ豚熱）の発生が急速に拡大

 携帯品として持ち込まれた豚肉製品から、感染力のあるASFウイルスを分離

 関係省庁による申合せを行い、政府一体となってASFの侵入防止対策を実施

 ASF発生国から持ち込まれた携帯品88件から、
ASFウイルスの遺伝子を検出（2020年2月21日現在）

 うち、2019年1月に中国から持ち込まれたソーセージ２件から
感染力のあるASFウイルスを分離

自家製餃子

（上海から羽田空港）

ソーセージ

（上海から中部空港）

豚肉調整品

（ハノイから成田空港）

豚肉ソーセージ

（北京から新千歳空港）

 違反者（警告書発出対象者）の属性 （2019年12月8日時点）

親族・知人訪問



関係省庁と連携したASF侵入防止対策（取組例）②

 大手オンライン旅行代理店、旅行関係団体を通じた情報発信

１ 広報活動の強化（持ち出させない取組）

 民間サービスを活用した情報発信

中国国内向けブランドシートリップ（Trip.comグループ）の
アプリ（予約者の8割が使用）、予約確認通知、WeChatで告知

日本旅行業協会のHPで
肉製品の持込禁止を注意喚起

中国人向け訪日ビザ同梱広告 ベトナム人向け日本情報サイト 海外メディア向けニュースリリース

九州産交ツーリズムのHPに
動物検疫所のバナー掲載



関係省庁と連携したASF侵入防止対策（取組例）③

 現地空港カウンターでの注意喚起、船内へのポスター掲示

 在外公館や日本政府観光局を通じた現地ＳＮＳの配信、ＨＰへの掲載、
在外公館査証窓口におけるリーフレット掲示（中国、ベトナム、モンゴル、カンボジア等）

在外公館SNS 日本政府観光局SNS 日本政府観光局HP 在外公館査証窓口

定期フェリーの船内ポスター現地空港カウンターでの注意喚起



関係省庁と連携したASF侵入防止対策（取組例）④

 外国人技能実習生、特定技能外国人、受入農家への制度周知

外国人技能実習機構
（OTIT）

国際研修協力機構
（JITCO） 研修による周知 受入農家への周知

 その他の情報発信

ポスター、デジタルサイネージ

広報キャンペーン（日本養豚協会と連携）

メディアの活用 首相官邸ＳＮＳ

動物検疫に関する多言語動画

特定技能外国人向け
講習テキストでの周知



関係省庁と連携したASF侵入防止対策（取組例）⑤

２ 水際での摘発強化（持ち込ませない取組）

 検疫探知犬の活用、家畜防疫官による口頭質問

 携帯品検査における税関との連携強化（違反者情報の共有、税関申告書様式の改正など）
→違反者への対応厳格化後、逮捕者も数件出ている。

逮捕者が所持していた畜産物の例

税関申告書様式の改正
（令和元年末から使用開始）



関係省庁と連携したASF侵入防止対策（取組例）⑥

 靴底消毒・車両消毒の実施、航空機や船舶から出される厨芥残渣の適切な処理を指導

 検疫専用廃棄ボックスの設置

 国際郵便物の検疫強化

総務省を通じて、万国郵便連合加盟国
（192か国・地域）に対して、
動物検疫制度を多言語で通知

靴底消毒 車両消毒 厨芥残渣取卸しの立会い



関係省庁と連携したASF侵入防止対策（取組例）⑦

３ 農場へのウイルス侵入防止策の強化（農場に入れさせない）

 野外におけるゴミ放置の防止対策（啓発ポスター、リーフレットの掲示）

奥多摩ビジターセンター 日光湯元ビジターセンター

 飼養衛生管理基準の遵守徹底

農場周囲への柵の設置 防鳥ネットの設置 畜舎周辺の整理整頓 専用の衣服・靴

車両消毒 靴、手指の消毒

飼養衛生管理基準
点検ステッカーの配布


